
第 ＩＩ 回熊本県医療人育戒総合会議講演会

Ｋ療はサイェンス、アートそしてヒューマン･プラクティス(対人行あ)の融合体であり、いず
れも高度なFjjさを求められますその中で医療人育成における臨床実習は、技術面と対人
行為而の習得をｍうものと考えられます

近年、ltt界標準化している手法であるクリニカルクラークシップ(ほ床参加９)は学生を医
療スタッフの一貝として位置付けるため、心然aりに医療現場における医療スタッフの密度とま
者との接触時間を増大させます医療スタッフ密度と患者との接触時間の最小fﾋ最短化が至
上命Ｍとなっているコロナ祖において、臨床実習体制は一時的に制限を余儀なくされました。
臨床実習体制の再構築に『肖Jけて実習シミュレーターとグァーチャルシステムをいかに４・し、
それらが十をに槐能した場合にＲるものは何なのか、臨床実習の本賀と課きについて議ａ
を深めま丸

・とｌｊ加2年11Jﾐ１２３日[J]J・祖)
13:30～17:30（予ｔ）※回場13:00

・ところ熊本大学医学総合研究棟３階講習ま
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コロナショツクと社会の未来
熊本大・ヒトレトロウィルスｔE湊回研究センター教Ｒ松下修こ氏

熊本大拳医拳部Ｅ学科での・隔臨床実習についてＳｎ本大ず大きｋ生命れネＭ究ｇＲｌｓまぼ・教がＭ究センター准教Ｒ　古川昇氏
コロナ禍で感じた薬学部実習の問ｓ点やきむべき方向性回１本大学大学院生命れき研究部il物治療ａ計ずか野教き石塚洋一氏
コロナ禍における看護学臨床実習.ｇｌ１本大や大すＲま命れ学Ｍ究部を宅･き年４護学諧座推教授安武綾氏
臨床実習代替教育の・状とウィズコロナ時代の臨床実習教育,■l1本総合ぼ療リハビリテーシ，ン・ＲＲが部ミ・療怯■れ長　池日]耕治Ｒ

シミュレーション教育(シム教育)はウィズコロナ時代のＥ学教育の救世IEなのか7.-.置l琉ほ大学病ＲＫ　おきなわクリニカルシミュレーシ，ンセンター長　大屋祐輔Ｒ
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熊本大学大学院生命科学研究部

熊本大学大学院生命科学研究郡
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スタッフは全員マスクを焉用します。

また,手洗い,手指消毒の励行及び,検Ｚ
を実施レ健康管理に万全を尽くします。

-ご来llの皆さまへ大切なお願い一

発熱または風邪症状がある場合は
参加をご遺慮ください。

ご来場の際は下記へのご協力をお願いいたしまｔ

･入場時の検２のご協力

･マスクの篇gl･咳エチケットのａ行

･会ＳａＳのアルコールでの手指消毒

･ヘルスチェツクシートＥ入

･‥--ヴ9･- -

郵便番号,住所,氏ち,Ｓ務ｔ,職種.電話番号を下記の方法でお伝えください。
また,複数人での1心募の場合も、それぞれの必要事項をご記入下さい。

|]11S 096-373-5425(・ａｉｉｓＲき※・ａ９刎ま手日9:3o~16:3o)
ＦＡＸの方は裏面のＦＡＸ申i!書をご利ｍください。

□ご参加の7ぢには,開催のlg間荊をめどに聴講券(laにつき1人入・ｉ)をお・リします。
□聴講券の発送は,事務局の熊本日日新圀社よリ行います。
Ｘいただいた個人情報は,・・・畏会で共・･Ｓ・し.当乖・の運営にのみ利ｍしｉす。
を天・や・Ｓｇきの状況によつてに,Ｓ３台の｜価を4ｺ止とｙる４合がありまj.

・催:・ａ財団法人Ｅ後ほ育振Ｒａ　後Ｍ:熊本日日新聞社
脇力:高橋蒼造株式会社,一般財団ａ人fヒタａｌｋ清療法研究所
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・11回熊本県医療人育成総き会議

ウィズコロナ時代の臨床実習
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拿荘北･中･南地区
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講演会会場:医学総合ほ究棟３階講・室

第一立体駄車場


